
◆ BIGLOBE クラウドホスティング(IaaS) SLA ◆ 

1. 前提条件 

？ 

2. 役割と責任 

プロバイダの役割と責任：サービスレベルの提供範囲内のみ 

3. サービス内容の概要 

「BIGLOBE クラウドホスティング」は、仮想サーバリソースをオンデマンドでご利用いただける

BIGLOBEのクラウドサービス（IaaS）です。 

サーバ仮想化技術には、ヴイエムウェア社の「VMWare」を利用。実績に裏づけられた仮想化

技術で快適なサーバ環境をご提供いたします。 

NEC グループの一員として、インターネット黎明期から積み重ねてきたノウハウと実績に基づ

く、安心と信頼のサービスです。 

4. システム構成図 

https://business.biglobe.ne.jp/hosting/cloud/merit.html 

信頼と実績の仮想化基盤を採用 

 

仮想化基盤にはヴイエムウェア社の VMwareを採用。実績に裏づけられた信頼性の高

い仮想化技術で快適なサーバ環境をご提供いたします。 

物理マシンに障害が起きた場合は、VMware HA技術により別の物理マシン上に仮想マ

シンを配置し処理を継続可能なため、万一の障害発生時にも安心してご利用いただけ

ます。 

ダウンタイムの削減と信頼性の向上により、お客さまのビジネスの機会損失を極小化し

ます。 

利便性とセキュリティを両立した仮想ネットワーク 



 

お客さまごとにネットワークを分離する、プライベート LAN設置を標準でご提供。サーバ

を共用ネットワークから仮想的に分離し独立性を確保することで、複数のお客さまのサ

ーバが稼動している環境下でのサーバ間通信のセキュリティを強化しています。 

また、DBサーバをプライベート LANに設置可能なため、大切なデータをインターネットア

クセスにさらすことなく運用できます。  

 

5. ハードウェア，開発環境 

 
OS CPU メモリ ディスク 備考 

ナノモデル 

(CentOS (64bit)) 
CentOS 5(64bit) 

1vCPU 

(1GHz

相当) 

512MB 40GB 
 

ベースモデル 

(CentOS (64bit)) 
CentOS 5(64bit) 

1vCPU 

(2GHz

相当) 

1GB 40GB 
 

ベースモデル 

(Red Hat Enterprise Linux 

(64bit)) 

Red Hat Enterprise 

Linux 5(64bit) 

1vCPU 

(2GHz

相当) 

1GB 40GB 

ご利用には有

効な RHELサ

ブスクリプショ

ンが必要とな

ります 

ベースモデル 

(Windows Server 2008 R2 

Standard Edition (64bit)) 

Windows Server 2008 R2 

Standard Edition(64bit) 

1vCPU 

(2GHz

相当) 

2GB 40GB 

OS ライセンス

についてはマ

イクロソフト社

のライセンス

アグリーメント

(SPLA)ページ

に記載されて

いる全ての条

ベースモデル 

(Windows Server 2008 R2 

Enterprise Edition (64bit)) 

Windows Server 2008 R2 

Enterprise Edition(64bit) 

1vCPU 

(2GHz

相当) 

2GB 40GB 

ベースモデル 

（Windows Server 2008 

Windows Server 2008 

Standard Edition(32bit) 

1vCPU 

(2GHz
2GB 40GB 



Standard Edition (32bit) 相当) 項が適用され

ます 

A) 管理者権限を含めて引き渡します。以降の設定・運用はお客さま作業となります。 

B) CPU リソース／メモリ／ディスクの追加は 2.項の範囲で可能です。但し、Windows 

Server 2008 Standard Edition (32bit)を選択した場合、メモリの上限は 4GB となります。ナノ

モデルはベースモデルへのアップグレード後、追加が可能となります。  

C) CPU リソース（動作周波数）はベストエフォートで提供します。 

D) OSはセキュリティパッチ（パッチリリース後 1カ月を経過したものを対象）を適用した状態

で提供を開始いたします。 

E) サーバ提供時の初期状態は下記の通りです。 

① CentOS もしくは Red Hat Enterprise Linux を選択された場合 

(イ) SSHによるリモートログインのみ可能です。 

(ウ) OSの IP フィルタリング設定は有効となります。 

(エ) 自動アップデート ONでの提供となります。 

① Windows Server 2008 R2/Windows Server 2008を選択した場合 

(オ) リモートデスクトップによるリモートログインのみ可能です。 

(カ) OSの IP フィルタリング設定は有効となります。 

(キ) フルインストール（GUIあり）、自動アップデート ONでの提供となります。 

F) サーバ作成可能数は OS種別に関わらず計 20台です。 

21台以上のサーバをご利用になりたい場合は別途、弊社所定の方法によりお申し込みが必

要となります。  

G) サーバ利用には下記のサービスが含まれています。 

① Apache／Tomcat／MySQL の初期インストール 

(イ) サーバ作成後、コントロールパネルから追加インストールすることはできませ

ん。 

(ウ) OSに含まれるパッケージを提供します。リビジョンは指定できません（提供時

期により異なります）。 

(エ) Tomcatを選択する場合、Apache も同時にインストールされます。 

① SSHキー作成 

(オ) CentOS もしくは Red Hat Enterprise Linux のサーバを作成される場合、あら

かじめ SSHキーを作成しておく必要があります。 

① グローバル IPアドレス 

(カ) 有無を選択できます。「無」を選択した場合は、プライベート LAN上の別のお客

さまサーバ経由で接続するか、 

infra-VPN サービス／IPSec コネクトサービス（別途契約）から接続いただくことになりま

す。  



① プライベート LAN 

(キ) 各サーバにプライベート IPアドレスを 1つ提供します。 

(ク) サーバ追加時は既存のプライベート LANに追加となります。 

① スナップショットの作成／削除／リストア 

(ケ) スナップショットは 1世代のみ、最大 30日間保存できます。 

(コ) スナップショットの作成／リストアはサーバ停止時に可能となります。 

① Ping監視 

(サ) 各サーバのプライベート IPアドレス 1個に対して行います。 

(シ) お客さまがコントロールパネル上にて Ping監視設定を行った後、監視開始と

なります。 

H) サーバを停止しても、サーバ内に保存されているデータは消去されません。 

サーバを削除した場合は、サーバ内および追加ディスク内に保存されているデータも削除さ

れます。  

I) BIGLOBEクラウドホスティングの仮想化環境には VMware社の製品を採用しており、仮

想サーバの挙動については VMwareの仕様に準じます。  

6. サービスの詳細仕様 

各種オプション有．詳細は下記 URL参照． 

https://business.biglobe.ne.jp/hosting/cloud/spec.html 

7. サービスレベル 

サービスレベル

項目 
規定内容 

測定

単位 
設定値 備考 

サーバ稼働率 

【月間サーバ稼働率】 

月間サーバ稼働率 = （月間総

稼働時間 － 累計障害時間） 

÷ 月間総稼働時間 × 100 

※契約単位での算出となります  

【月間総稼動時間】 

月間総稼働時間 = 一日 24時

間として、当該月の日数を掛け

た時間 

【累計障害時間】 

以下の各号のいずれかに定め

る状態にあったと弊社が確認し

た時間をさします。 

（1）お客様が利用中のサーバ全

てに電源が入らない。 

% 
（月間） 

99.99％ 

ベースサーバ（追加

CPU、メモリ含む）及

びストレージ（追加デ

ィスク含む）を対象範

囲とします。 

※ロードバランサな

どのオプションは含

みません。 



（2）お客様が利用中のサーバ全

てにアクセスできない。 

（3）お客様が利用中のサーバに

接続されているディスク全てに

全くアクセスできない。  

提供リードタイ

ム 

お申し込みが完了してからユー

ザ IDの提供までの期間 
日 

(新規申

し込み)３

営業日 

新規にサービスお申

し込みの場合，お申

し込みが完了してか

らユーザ ID の提供

まで最短 3 営業日

（郵送にかかる時間

は含みません）。 

 

最低契約期間 
契約してから契約解消を行うま

でに必要な期間 
有無 無 

ただし、連携メニュー

など個別サービスに

ついては、別途ご確

認ください。 

解約 解約の際の対応 日 

解約予

定の前

月 20日

まで 

解約予定の前月 20

日までに書面にて弊

社あてにご連絡くだ

さい。 

サービス時間 サービスを提供する時間帯 
時間

帯 

24時間

365日 

(計画停

止/定期

保守を除

く)。 

セキュリティ対応や

システム稼動に重要

な影響がある場合は

緊急メンテナンスを

行います。 

障害通知プロ

セス 

障害発生時の連絡プロセス(連

絡先，障害内容) 
有無 

コントロ

ールパネ

ルに掲

載 

コントロールパネル

のトップページ（ダッ

シュボード）に障害内

容を掲載します。 

サービス提供

状況の報告 

サービス提供状況を報告する方

法/時間間隔 
時間 

初報と復

旧時，そ

の間 2時

間毎 

障害時にコントロー

ルパネルのトップペ

ージ（ダッシュボード）

に状況を掲載しま



す。 

カスタマイズ性 カスタマイズが可能な事項 有無 

ベースモ

デルにオ

プション

を追加す

ることで

構築可

能 

ベースモデルにオプ

ションを追加すること

で、柔軟なシステム

構成の構築が可能。 

外部接続性 
既存システムや他の外部システ

ムとの接続仕様 
有無 

「infra-V

PNサー

ビス」に

より VPN

接続可

能 

インターネット経由。

別途契約の連携メニ

ュー「infra-VPN サー

ビス」により VPN 接

続が可能。 

バックアップ バックアップ内容 有無 無 

サーバ環境・格納デ

ータ等のバックアップ

はお客様にてご対応

ください。 

データ消去 

サービス解約後のデータ消去の

実施有無/タイミングおよび利用

者に所有権のあるデータの消去

方法 

有無 

コントロ

ールパネ

ルによる

削除，サ

ービス解

約後に

完全削

除 

コントロールパネル

での「サーバ削除」

「 追 加 デ ィ ス ク 削

除」、また本サービス

の解約後、該当サー

バ・ディスクのデータ

を完全消去します。 

提供（障害対

応）時間 

障害対応時の問い合わせ受付 

業務を実施する時間帯 

時間

帯 

24時間

365日 

コントロールパネル

のお問い合わせフォ

ームから受け付けま

す。 

障害お問い合

わせ 回答時

間 

問い合わせに対する回答を行う

時間帯 

時間

帯 

弊社営

業日の

日勤帯

（9：00～

17：00） 

 

提供（一般お問 一般問い合わせ時の問い合わ 時間 24時間 コントロールパネル



8. サービスクレジット 

A) 稼働率を下回った時の対応 

 当該月（99.99％を下回った月）のご利用料金の 10％を減額いたします。 

 ※ご利用料金の対象はベースサーバ（追加CPU、メモリ含む）及びストレージ（追加ディ

スク含む）です。※ロードバランサなどのオプションの料金は対象となりません。  

 対応方法 

お客様からの当該月の翌月 10営業日までにご申告いただきます。 

申告用紙、確証をご送付いただきます。 

※当該月の翌々月のご利用料金と相殺する形で対応いたします。  

9. サービスレベル適用外 

1. 稼働率に関する適用の除外 

い合わせ）時間 せ 

受付業務を実施する時間帯 

帯 365日 のお問い合わせフォ

ームから受け付けま

す。 

一般お問い合

わせ 回答時

間 

問い合わせに対する回答を行う

時間帯 

時間

帯 

弊社営

業日の

日勤帯

（9：00～

17：00） 

 

公的認証取得 

JIPDECや JQA等で認定してい

る情報処理管理に関する公的

承認が取得されていること 

有無 

インター

ネット接

続  安

全，安心

マーク，

プライバ

シーマー

ク，ISMS

認証 

プライバ

シー保護

国 際 標

準規格 

 

通信の暗号化

レベル 

システムとやりとりされる通信の

暗号化強度 
有無 SSL 

コントロールパネル

へのアクセスは SSL

で暗号化されていま

す。 



 本サービス用設備の定期メンテナンス 

 本サービス用設備の保守を緊急に行う場合などの計画停止 

 地震、台風、洪水、津波、噴火等の自然災害、感染症の発生、戦争、内乱、暴動等の

不可抗力、火災、停電 

 行政機関または司法機関の、業務を停止する旨の命令 

 契約者端末設備または接続サービスの不具合 

 本サービスに接続するためのアクセス回線の不具合 

 仮想サーバ上で動作するソフトウェア（当社または契約者の何れが用意したかを問わ

ない）の不具合 

 OSまたはドライバーの不具合 

 オートスケール機能の不具合 

 コントロールパネル画面の不具合 

 契約者が仮想サーバに施した設定の不具合 

 契約者の不正な操作 

 第三者からの攻撃および不正行為 

 本サービスの機能としての中断（フェイルオーバーにともなうサーバの再起動など） 

 約款第 21条第 1項各号に掲げる事由による本サービスの利用の停止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


